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請
　
願

◆
請
願
第
２
号

介
護
従
事
者
の
全
国
を

適
用
地
域
と
し
た
※
特

定
最
賃
の
新
設
を
求
め

る
請
願

﹇
請
願
者
﹈

岩
手
県
医
療
労
働
組
合
連
合
会

執
行
委
員
長 

 

中
野
る
み
子

  

（
不
採
択
）

◆
請
願
第
３
号

看
護
師
の
全
国
を
適
用

地
域
と
し
た
特
定
最
賃

の
新
設
を
求
め
る
請
願

﹇
請
願
者
﹈

岩
手
県
医
療
労
働
組
合
連
合
会

執
行
委
員
長 

 

中
野
る
み
子

  

（
不
採
択
）

※
特
定
最
賃

　
地
域
別
最
低
賃
金
と
は
異

な
り
、
特
定
の
産
業
ま
た
は

職
業
に
つ
い
て
、
全
国
一
律

に
設
定
さ
れ
る
最
低
賃
金
。

議
員
発
議

　

今
定
例
会
で
は
、
1
件

の
議
員
発
議
案
（
意
見
書

１
件
）
が
提
出
さ
れ
ま
し

た
。

意 

見 

書

◆
発
議
案
第
３
号　

高
齢
者
の
安
全
運
転
支

援
と
移
動
手
段
の
確
保

を
求
め
る
意
見
書

 
（
採
択
）

　

近
年
、
交
通
事
故
の
発

生
件
数
は
減
少
傾
向
に
あ

る
も
の
の
、
高
齢
運
転
者

に
よ
る
死
亡
事
故
の
割
合

が
高
ま
っ
て
い
る
。

　

高
齢
運
転
者
の
安
全
対

策
、
安
全
運
転
支
援
の
取

り
組
み
、
運
転
免
許
証
自

主
返
納
時
に
公
共
交
通
機

関
の
割
引
制
度
等
の
支

援
、
地
域
協
働
に
よ
る
公

共
交
通
空
白
地
の
有
償
運

送
サ
ー
ビ
ス
、
な
ど
を
充

実
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

決

　

算

特
別
委
員
会

　
決
算
特
別
委
員
会
（
議
長
を
除
く
17
人
の
議
員
で
構
成
、

委
員
長
瀧
本
孝
一
議
員
、
副
委
員
長
小
林
立
栄
議
員
）
は
、

決
算
等
10
件
に
つ
い
て
付
託
さ
れ
、
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
委
員
会
で
は
、
事
業
後
の
成
果
等
に
つ
い
て
活
発
な
質

疑
応
答
を
交
わ
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
全
10
議
案
を
原
案

の
と
お
り
認
定
・
可
決
し
ま
し
た
。

き
た
い
。

ね
っ
と
ゆ
り
か
ご

産
前
産
後
サ
ポ
ー
ト

㉄　
産
後
健
康
診
査
の
成

果
は
。

答　
見
込
み
を
上
回
る
利

用
者
が
あ
っ
た
。
主
治
医

に
診
て
い
た
だ
く
こ
と

で
、
情
報
を
共
有
し
な
が

ら
母
子
の
サ
ポ
ー
ト
に
つ

な
が
っ
た
。

㉄　
助
産
院
ね
っ
と
ゆ
り

か
ご
の
利
用
者
の
声
は
。

答　
婦
人
科
医
の
常
駐
や

子
ど
も
を
見
て
も
ら
え
る

環
境
等
を
望
む
も
の
が
あ

っ
た
。

㉄　
産
後
ケ
ア
の
期
間
の

目
安
は
。

答　
国
の
指
針
で
は
産
後

４
か
月
を
目
安
と
し
て
い

る
。
そ
れ
以
降
は
、
相
談

や
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業
等

も
行
っ
て
い
る
。

　

妊
娠
、
出
産
、
子
育
て

と
切
れ
目
な
い
支
援
を
し

て
い
く
。

ゴ
ミ

ダ
イ
エ
ッ
ト
事
業
は

㉄　
前
年
度
に
比
較
し
、

ご
み
の
回
収
量
が
増
え
て

い
る
が
。

答　
ご
み
処
理
量
全
体
で

２
２
９
ｔ
、
可
燃
ご
み
に

つ
い
て
は
２
７
９
ｔ
増
え

て
い
る
。
今
年
度
か
ら
の

事
業
系
ご
み
有
料
化
に
伴

い
、
駆
け
込
み
の
影
響
で

増
え
た
事
が
要
因
の
ひ
と

つ
で
あ
る
。

㉄　
さ
ら
に
ご
み
の
減
量

化
に
努
め
る
べ
き
で
は
。

答　
分
別
の
徹
底
を
周
知

し
減
量
化
を
図
り
た
い
。

若
者
の
離
職
率
を

下
げ
る
た
め
に

㉄　
若
者
し
ご
と
サ
ポ
ー

ト
事
業
の
実
績
は
。

答　
３
年
以
内
で
見
る
と

28
％
の
離
職
率
に
な
っ
て

い
る
。
岩
手
県
の
平
均
を

見
る
と
40
％
な
の
で
、
あ

る
程
度
の
効
果
が
あ
っ
た

と
考
え
て
い
る
。

㉄　
相
談
す
る
同
世
代
が

い
な
い
こ
と
が
若
年
層
の

離
職
に
つ
な
が
っ
て
い
る

よ
う
だ
。
ど
の
よ
う
な
対

策
を
と
っ
て
い
る
か
。

答　
新
入
社
員
や
若
手
リ

ー
ダ
ー
対
象
の
研
修
を
開

催
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ

の
年
代
で
相
談
で
き
る
体

制
を
構
築
し
た
い
。

遠
野
牛
の
現
状
は

㉄　
飼
養
農
家
戸
数
が
減

っ
て
い
る
が
対
策
は
。

答　
意
欲
の
あ
る
若
手
生

産
者
に
対
し
て
、
施
設
整

備
に
重
点
を
お
い
て
助
成

し
て
い
る
。

㉄　
遠
野
牛
の
ブ
ラ
ン
ド

化
を
目
指
し
て
い
る
が
、

肥
育
牛
が
千
頭
を
割
っ
て

い
る
。
ど
う
捉
え
て
い
る

か
。

答　
大
事
な
こ
と
は
遠
野

産
の
子
牛
を
育
て
る
こ

と
。
そ
の
仕
組
み
づ
く
り

を
し
て
い
き
た
い
。

㉄　
地
元
で
の
消
費
を
拡

大
し
た
方
が
よ
い
の
で
は
。

答　
地
域
内
で
の
消
費
も

大
切
で
あ
る
が
、
地
域
発

ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
全
国
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

産
直
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事

業
は

㉄　
「
結
い
の
市
」
に
関

係
す
る
産
直
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
事
業
の
成
果
は
。

答　
農
家
の
所
得
向
上
の

た
め
、
盛
岡
商
圏
へ
の
販

路
拡
大
を
目
的
に
実
施
し

た
２
年
間
の
実
証
事
業
の

高
齢
社
会
の

総
合
交
通
対
策
は

㉄　
高
齢
化
や
人
口
減
少

の
中
に
あ
っ
て
、
足
の
確

保
が
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
い
る
。

　
ど
の
よ
う
な
施
策
を
講

じ
て
い
る
の
か
。

答　
定
額
低
料
金
（
２
０

０
円
）
バ
ス
の
運
行
等
を

支
援
し
て
い
る
。
今
後
、

優
遇
制
度
も
検
討
し
た
い
。

㉄　
交
通
空
白
地
帯
の
対

策
は
。

答　
こ
れ
か
ら
小
さ
な
拠

点
に
よ
る
地
域
づ
く
り
を

す
す
め
る
中
で
、
地
域
づ

く
り
連
絡
協
議
会
を
中
心

と
し
、
交
通
空
白
地
有
償

運
送
に
よ
っ
て
各
地
区
の

取
り
組
み
を
促
し
て
い
き

た
い
。

㉄　
運
転
免
許
の
自
主
返

納
者
も
増
え
て
い
る
。
早

急
な
対
策
が
必
要
で
は
。

答　
高
齢
者
の
交
通
事
故

が
多
発
す
る
こ
と
に
対
す

る
一
つ
の
有
効
な
手
段
で

は
あ
る
と
は
思
う
が
、
公

共
交
通
の
希
薄
な
当
市
に

あ
っ
て
は
抜
本
的
な
解
決

策
と
は
な
ら
な
い
。

　

国
の
動
き
に
も
併
せ
て

交
通
事
業
者
と
協
議
し
な

が
ら
対
策
を
検
討
し
て
い

市 民 の声   このコーナーでは、市民のみなさまから議会に寄せられたご意見等の一部をご紹介します。
（文章は、原文のままですが、長い場合は抜粋して掲載しています。）

スマホ、タブレットで議会だよりを見ています。
いつでもどこでも遠野を知ることが出来てうれし
いです。クイズも楽しいひと時最高！
きれいな水で育った一人として外山の水澄みきっ
た流水に戻してほしいと願いつつ書きました。
 （小友町、54 歳、女性）

遠野に来てあっという間に時間が過ぎます。年寄りになり
たくなくても年寄りになりますね。免許返納しやすい。交
通網、足がどこの市より、画期的に整い、トしよりにも、
オもいやりある、ノほほんくらしが、出来る街になれば、
最高だなあと思います。
 （青笹町、77 歳、女性）

毎月、遠野に帰るたびに楽しみに拝読してお
ります。各議員の政治活動・政治方針が垣間
見られます。議会の中も「ガラス張り」のよ
うにお見受けしています。
 （世田谷区、63 歳、女性）

「問」「答」が色分けしていて
わかりやすいです！ これから
も頑張ってください。
 （宮守町、35 歳、女性）

新社会人に対する研修の様子

Ｑ 

討
論
っ
て
？

　
議
会
の
会
議
に
お
い
て
、
質
疑
が
終
わ
る
と
議
長

は
「
討
論
」
を
宣
告
し
ま
す
。
こ
の
「
討
論
」
と
は
議

案
に
対
す
る
賛
成
、
反
対
の
旨
と
そ
の
理
由
を
述
べ
て

他
の
議
員
の
賛
同
を
目
的
と
す
る
発
言
の
こ
と
を
言
い

ま
す
。

Ｑ 

請
願
と
陳
情
っ
て
？

　
私
た
ち
市
民
が
市
政
に
望
む
こ
と
、
実
行
し
て
ほ
し

い
こ
と
を
議
会
に
直
接
訴
え
る
制
度
で
、
誰
で
も
だ
す

こ
と
が
で
き
る
大
事
な
権
利
で
す
。

　
請
願
は
、
紹
介
議
員
を
必
要
と
し
、
そ
の
問
題
を

所
管
す
る
委
員
会
が
審
査
し
、
そ
の
後
、
本
会
議
で

採
択
、
不
採
択
を
決
定
し
ま
す
。

　
採
択
さ
れ
た
請
願
は
、
意
見
書
が
発
議
さ
れ
、
議

決
後
に
国
や
関
係
省
庁
、
市
に
送
り
、
そ
の
実
現
を
要

望
し
ま
す
。

　
陳
情
は
、
紹
介
議
員
を
必
要
と
せ
ず
、
原
則
陳
情

書
は
写
し
を
全
議
員
に
配
布
し
ま
す
。
各
議
員
は
、
趣

旨
や
要
望
事
項
な
ど
を
確
認
し
、
対
応
に
つ
い
て
会
派

な
ど
で
協
議
し
ま
す
が
、
本
会
議
や
委
員
会
で
の
審

査
は
行
い
ま
せ
ん
。

　
請
願
、陳
情
の
提
出
に
は
、期
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、

提
出
を
希
望
す
る
方
は
、
遠
野
市
議
会
事
務
局
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
遠
野
市
議
会
事
務
局
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市
議
会
っ
て
何
だ
ろ
う

決算特別委員会 9 月定例会


